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点字の神様の言葉

点字がライフワーク
—第 1 回本間一夫文化賞の

阿佐博さん

塩谷治

「私はねえ、何か特別目立ったことをしてきたわけではない

のですよ。ただ点字が好きで好きでここまで生きてきただけな

んです」と謙遜するのが、いかにも阿佐先生らしい。第 1回本

間一夫文化賞の選考委員会では、委員全員の合意で「点字」が

キーワードになったと聞いている。その第 1回受賞者にもっと

もふさわしいと誰もが納得するのがこの人だろう。その阿佐先

生に点字への思いを改めて伺うと、「思いと言ってもねえ、それ

はもう体の一部ですから、寝ても覚めても点字に触れていたい、

そういう感じですね」と言う。長い間日本点字の変遷の要所要

所に関わってこられた前日本点字委員会会長、現顧問であり「点

字の神様」である阿佐先生の言葉である。思わず愚問であった

ことに赤面する。

生い立ち

阿佐先生は、大正11年4月8日、徳島県の井内村（現在の辻

町）で生まれた。父は高校野球で有名な池田高校の前進である

池田中学の国漢教師、母も小学校の教師であった。その大らか

な性格は、たぶん幼少年時代に培われたものだろうと推測した

が、案の定、小さい頃は野山を駆け回り、川遊び、釣り、木登
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りの好きな悪童であったという。

井内村は吉野川の上流に位置し、岩石の多い土地柄で、採石

業が盛んであった。ダイナマイトで岩石を砕く音が絶えず村中

に響き渡っていた。阿佐家の隣の家もこうした採石を業とする

家で、大小のダイナマイトがいつでも子どもの手の触れる所に

あったという。こうした環境が、 4歳の阿佐少年を、ある日、

思いもよらぬ不幸に陥れることになった。

お花見の季節であったというから、 3月も末頃のことであっ

たろう。親戚ー同そろってのお花見から帰り、阿佐家へ集まっ

て大人たちがお茶を飲んでいるときのことであった。 1人縁側

で遊んでいた阿佐少年のおもちゃ箱が突然爆発した。おもちゃ

箱の中には、 2、3日前、隣の家の子からジャンケンで勝ち取

ったダイナマイトが入っていたのである。すぐに近所の医者に

担ぎ込まれたが、どうにも手の施しようがなく、大阪の大学病

院まで運ばれ5カ月の入院となった。 5カ月経って体の傷はど

うやら癒えたものの、そのまま視力が戻ることはなかった。

やがて小学校入学期を迎え、将来を案じた父は、阿佐少年を

伴って大阪や兵庫を訪れた。大阪市盲、府盲を見学し、点字毎

日編集長の中村京太郎や、兵庫盲校長の今関秀雄らにも会った。

中村や今関は、父に対して「急いで盲学校へ入れることはない

から、 3、4年は田舎で遊んで、充分に体を鍛えた方がよい」

と話した。阿佐家の事情から、あと 4年経たなければ盲学校の

近くに引っ越すことができなかったのである。あえて寄宿舎に

入れることを中村や今関は勧めなかった。

阿佐少年は、さらに4年間「遊ぶ」ことになった。両親が教

師であったこともあって、阿佐家は、ふだんから近所の子ども
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たちの遊び場のようなところになっていた。目が見えなくなっ

てからもこうした事情は変わらず、どこかへ行こうというとき

でも、子どもたちは自然に阿佐少年の手を引き、以前と変わら

ず遊ぶことができた。今思えば不思議なことだったと阿佐先生

は当時を振り返って言う。勉強はしなかったが、父と大阪・兵

庫を訪れたとき、盲学校の点字教科書や点字一覧表をもらって

いたので、誰に教わることもなく自然に点字を読むようになっ

ていた。しかし、点字板は持っていなかったので、書くことは

なかった。

11歳の時、 4年遅れて徳島盲学校 1年に入学となった。 1年

生ではあるが、既に点字の読み書きに不自由はなく、長い「遊

び」の期間の経験がものを言って、竹とんぼや水鉄砲を作るの

も得意であった。当時 1年から 6年まで含めて 1学級という複

式学級の中で、教師の手も回らないため、勉強らしい勉強もせ

ず、授業中はテーラー式計算機の駒を使って、友達と五目並べ

に熱中していたという。それでも 1年生の時に 1• 2年の学業

を修了、 2年生で3 • 4年の学業を修了してしまい、合計4年

で小学校を卒業することになった。

点字への目覚め

小学校4年の音楽の教科書をもらったときのことである。 3

年生までの音楽の教科書は、歌の歌詞しか書いてなかったのだ

が、 4年生の教科書では歌詞の前にこれまで見たことのない点

字が並んでいた。この点字については先生も教えてくれない。

幸い知っている歌だったので、家に持ち帰って母に墨字の楽譜

を見てもらいながらなぞっていくと、「ス」が「ド」の音である
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というようなことが解ってきた。このようにして、点字楽譜も

誰に教わることもなくマスターしてしまった。点字というもの

に意識的に興味を持つようになったのはこのときであった。

中学は東京盲学校（俗に言う東盲）中等部鍼按科へ進むこと

になった。入学試験のある難しい学校で、東盲師範部普通科出

身の担任教師からは、合格は難しいだろうから、ダメだったら

大阪府盲へ行けと言われ、すぐに大阪へ戻れるよう荷物は駅留

めにしたまま東盲の試験を受けた。翌日発表があり、幸い合格

したのでそのまま東盲の寄宿舎へ入ることになった。

東盲へ入学したことで、点字への関わりはさらに深まること

になった。当時の盲学校では点字教科書は自分たちで作るしか

なく、東盲では独自の点字教科書作成のシステムを持っていた。

中等部の上には、盲学校教師を養成する師範部があり、その師

範部学生で組織する「印刷練習生」という制度がそれである。

印刷練習生に合格した学生は、点字教科書の製版•印刷作業を

してアルバイト料を貰えるのである。 1年目で月 4円、 2年目

で5円、 3年目で6円だったという。当時の寄宿舎の食費が月

10円50銭であったというから、かなりの小遣い稼ぎになった。

阿佐先生はまだ師範部の学生ではないが、中等部4年でこれに

志願し試験に合格してしまったので、例外的に印刷練習生とし

て認められることになった。教科書を作るのだから、点字は正

確でなければならない。そこで当時の「東盲点字規則」を必死

で勉強した。本格的な点字研究を始めたのはこのときからであ

った。

東盲中等部からさらに師範部へ進み、最初の赴任地岡山盲学

校に勤めて 3年半経ったとき、文部省から校長宛に照会があっ
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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